
平成２０年度当初予算案主要事項説明
教育委員会

高 校 生 等 修 学 支 援 事 業 費事 業 名

予 算 額 千円 新規・継続事業の別 継 続１，４９１，１８６

１ 目 的
経済的理由により修学が困難な高校生等に対し、修学資金の貸与等を行う

ことにより、教育の機会均等を図り、もって社会の発展に貢献する人材の育
成に資する。

２ 内 容

事 業 内 容

目 的
対 象
方 法 等

担当課・係名 高校教育課 奨学係 課・係 電話番号 075-414-5856

資料－９

名　称 内　容 金 額 等 基　準 事業費（千円）

①
高等学校等
修学金貸与
制度

府直接貸与

貸与月額
国公立　18千円
私   立　30千円
             以内

生活保護基
準の1.5倍
以内

1,378,919

②
修学支援特
別融資利子
補給制度

金融機関の特別
融資制度を利用
した者に、利子
相当額を補助
（定員300人）

融資限度額
国公立648千円
私立 1,080千円

旧日本育英
会基準以内
かつ
生活保護基
準の1.5倍
超

3,120

③
高等学校等
修学支度金
貸与制度

府直接貸与

貸与額
国公立　50千円
私 立  250千円

年収150万
円未満

108,300

④
修学支度金
特別融資利
子補給制度

金融機関の特別
融資制度を利用
した者に、利子
相当額を補助

融資額
国公立　50千円
私　立 250千円

生活保護基
準の１．５倍
以内　かつ
年収150万
円以上

847

1,491,186計

月
額
修
学
金

区分

修
学
支
度
金


